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概要

• 面積６，３３９㎢。
東西１１９㎞、南北１０６㎞。

• 人口は、１，２０６，７３９人
（平成１８年１１月１日現在）

• 九州の屋根と呼ばれるくじゅう山群
をはじめ由布・鶴見、祖母の山々が
連なり、県土の約７割が林野で占め
られている。

• 県内の南北にかけて霧島火山帯、
西北にかけて白山火山帯が走り、
県内いたるところに温泉が湧出。

• 海岸線は、総延長約７５９㎞で、北
部は遠浅海岸、中央部は波穏やか
な別府湾、南部はリアス式海岸と変
化に富み、豊富な水産資源にも恵ま
れている。

• 市町村は、市町村合併により、平成
１８年１０月１日現在で１４市３町１村。

• 過疎化率 全国第２位。
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高齢化の状況

（注）数字は平成１７年度国勢調査の集計結果を平成１８年４月１日現在の
市町村で集計したもの

都道府県別６５歳以上人口では、
２４．２％で全国で第９位。
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公共ネットワークの状況（１）

県機関、市役所及び町村役場は、豊の国ハイパーネットワークのＮＯＣ（ネットワー
クオペレーションセンター）もしくは最寄りのＡＰ（アクセスポイント）に接続

また、市役所及び町村役場には、各種の市町村機関が接続

接続機関数は、平成１７年１１月１日現在で１，２０１機関 内訳は

大分県関係（９４機関） １Ｇｂｐｓ ３３機関
１００Ｍｂｐｓ ５９機関
１００Ｍｂｐｓ未満 ２機関

市町村関係（１，１０７機関） １Ｇｂｐｓ １２８機関
１００Ｍｂｐｓ ６０８機関
１００Ｍｂｐｓ未満 ３７１機関

行政機関のほか、小中学校や高校などの教育機関、公民館や集会施設、図書館や歴史
資料館、診療所や病院、福祉施設、消防署、大学や試験研究機関なども接続

［豊の国ハイパーネットワーク］［豊の国ハイパーネットワーク］
「大分県」と「市町村」を「大分県」と「市町村」を高速・大容量の光ファイバ網高速・大容量の光ファイバ網で結ぶ情報通信ネットワークで、で結ぶ情報通信ネットワークで、
その幹線として機能する基幹ネットワーク部分をいう。その幹線として機能する基幹ネットワーク部分をいう。
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公共ネットワークの状況（２）

県 ９４箇所
市町村 １１０７箇所
計 １２０１箇所

県 ４５２．１９５㎞
市町村 １３２５．９５７㎞
計 １７７８．１５２㎞

接続機関

敷設距離

構 築 事 業 費 ２，２５１百万円
うち国庫補助金 １，０２７百万円

大分県整備分

ＣＡＴＶ

豊の国ハイパーネットワーク豊の国ハイパーネットワーク

市町村整備分
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論理構成イメージ図

豊の国情報公開系ネットワーク豊の国情報公開系ネットワーク
各種行政機関が情報提供するＤＭＺ
ｴﾘｱﾈｯﾄﾜｰｸ(vlan6)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ１本

大分県民情報ネットワーク大分県民情報ネットワーク
生涯学習・産業科学情報・水産業情報
公共施設ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、その他(vlan4)

大分県学校教育情報ネットワーク大分県学校教育情報ネットワーク
大分県教育ｾﾝﾀを中心とする学校
教育情報ﾈｯﾄﾜｰｸ(vlan3)

大分県総合情報ネットワーク大分県総合情報ネットワーク
大分県庁内ＬＡＮ(vlan1)

大分県・市町村行政ネットワーク大分県・市町村行政ネットワーク
大分県庁・市町村ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾈｯﾄﾜｰｸ
(vlan2)

豊の国総合保健・医療情報ネットワーク豊の国総合保健・医療情報ネットワーク
各専門医と地方診療所等を接続
したﾈｯﾄﾜｰｸ(vlan5)

総合行政ネットワーク（総合行政ネットワーク（LGWANLGWAN））

総合行政ネットワーク総合行政ネットワーク
（ＬＧＷＡＮ）広域ＮＯＣ（ＬＧＷＡＮ）広域ＮＯＣ

公民館などの公共施設、生
涯学習施設など

大分県行政機関
(総合庁舎等・単独事務所)

市役所・町村役場・関係機関

Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
成
機
器

FireWall

小中学校・高校

市役所／町村役場市役所／町村役場

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ

大分県医療診断支援センター

大分県教育センター

FireWall

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
集
合

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
１
本

病院・診療所病院・診療所

公共ネットワークの状況（３）
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公共ネットワークの状況（４）

１．大分県総合情報ネットワーク（県庁内ＬＡＮ）
県のすべての機関を結ぶ県庁内ＬＡＮの本庁と地方機関庁舎の接続に

豊の国ハイパーネットワークを利用。
２．大分県、市町村行政ネットワーク

県と市町村の行政機関のみが利用できるネットワーク。
①生活保護電算システム
②介護認定審査システム
③防災情報システム

３．学校教育のネットワーク（おおいた教育ハイパーセンターネット）
大分県教育センターと県内すべての公立学校が接続され、ｅラーニング、ＴＶ会

議、グループウェア・データベースなどの情報システムの利用が可能。
４．総合保健・医療情報ネットワーク

専門病院と市町村の診療所間で画像等の送受信、ＴＶ会議による症例検討、医
療相談等が可能。

行政分野での利用例
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公共ネットワークの状況（５）

民間での利用

地域情報化推進のためには、民間開放による有効活用の促進は不可欠

平成１６年６月に「豊の国ハイパーネットワーク光ファイバケーブル民間利用要綱」制
定して光ファイバ芯線の貸し付けによる民間開放

http://www.pref.oita.jp/10900/hyper/riyo.html

（１）利用対象
光ファイバは芯線単位で利用。（利用対象区間、接続ポイント）

（２）利用者の経費負担
１芯ｍあたりの年間利用料は１円。

（ただし、利用延長は１０ｍ単位で計算。）
光ファイバを利用するために必要なネットワーク機器等の設置、運用等に要する経
費は利用者の負担。

（３）責任分界点
保守責任分界点は、光ファイバケーブルのコネクタ、または融着点とします。
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公共ネットワークの状況（６）

① 携帯電話通話エリアの拡大
携帯電話事業者が携帯電話基地局から自社網までの間の通信にハイパー
ネットワークや市町村保有の光ファイバを利用してエリアを拡大

② ＣＡＴＶ局の連携
大分県デジタルネットワークセンター㈱（ＤＮＣ）による県内ＣＡＴＶ局のデジタ
ルヘッドエンド、インターネットバックボーンの共同利用や映像伝送

③ ブロードバンドサービス提供エリアの拡大
電気通信事業者がハイパーネットワークや市町村保有の光ファイバを利用
して無線（ＦＷＡ）によるブロードバンドサービスを提供予定

民間での利用例
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公共ネットワークの状況（７）

民間利用による携帯電話通話エリア拡大のイメージ図

Ａエリア

Ａ‘エリア

Ａ町村役場
Ａ小学校

Ａ公民館

通信機器

○○ＡＰ

通信機器

△△ＡＰ

市町村保有光ファイバ

ドコモ整備光ファイバ

通信機器

Ｂ町村役場

通信機器

Ｃ町村役場

通信機器

Ｄ町村役場

通信機器

Ｂエリア
Ｃエリア

Ｄエリア

県保有光ファイバ
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ブロードバンドの状況（１）

※ 上段は加入数、下段は世帯普及率。なお、世帯データは平成１８年３月末の住民基本台帳による。

49.0%0.0%6.8%28.2%14.0%

25,041,143 10,954 3,479,605 14,396,034 7,154,550 
全 国

36.4%0.0%5.5%20.5%10.4%

1,977,562 1,615 301,195 1,112,523 562,229 
九州合計

25.3%0.0%0.7%17.1%7.5%

195,398 76 5,782 131,682 57,858 
鹿児島県

31.3%0.1%8.9%15.4%7.0%

152,113 256 43,012 74,844 34,001 
宮 崎 県

37.0%0.0%11.3%17.1%8.6%

181,480 40 55,523 83,660 42,257 
大 分 県

33.9%0.1%3.4%19.7%10.8%

239,603 690 23,777 138,846 76,290 
熊 本 県

32.0%0.1%6.6%19.8%5.5%

191,612 433 39,314 118,661 33,204 
長 崎 県

33.5%0.0%7.9%19.4%6.2%

100,406 0 23,673 58,208 18,525 
佐 賀 県

44.1%0.0%5.3%24.4%14.4%

916,950 120 110,114 506,622 300,094 
福 岡 県

合 計ＦＷＡＣＡＴＶＤＳＬＦＴＴＨ

0.0%
全 国

0.0%
九州合計

0.7%
鹿児島県

宮 崎 県

0.0%

40 
大 分 県

熊 本 県

長 崎 県

0.0%

0 
佐 賀 県

0.0%
福 岡 県

合 計ＦＷＡＣＡＴＶＤＳＬＦＴＴＨ
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ブロードバンドの状況（２）
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ブロードバンド整備の取り組み（１）

光ファイバーケーブル

基地局装置

お客様宅

ＮＴＴ西日本のサービスイメージ〔Ｂフレッツワイヤレス〕

ＩＳＰ
Ｂフレッツ
提供ビル

最寄の
ＮＴＴビル

条件①

条件②

条件③

条件④

6
0
0
m
m

電
柱
等

基地局
ＩＦＵ

ｵﾑﾆｱﾝﾃﾅ

質量：2kg程度

平面アンテナ

加入者局
RFU･IFU
(一体型)

加入者局
ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

【加入者宅】

（参考）装置ｲﾒｰｼﾞ（参考）装置ｲﾒｰｼﾞ

4/8

※ 芯線の貸付
提供条件

条件② ：装置が設置できるスペースがあること

条件③ ：光ファイバケーブルが近隣まできていること

条件④：半径８００ｍ以内に３５加入以上の需要が見込めること

条件①：ＢフレッツＡＤＳＬ提供エリア以外であること

県と市町村の助成により２０戸以上
を対象とする

条件④について

• 自治体が所有する光ファイバーの貸し付け及び県と市町村の助成（各３０万円）
により加入条件を緩和してブロードバンドを整備。平成１８年度から開始。
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ブロードバンド整備の取り組み（２）

基地局

団地等

半径800ｍ

基地局シュミレーション

• 当初は、１０箇所程度を想定。

• 対象地域の多くは、起伏や林が多
く、電波が届かないことが判明。

• 平成１８年度は１箇所のみ。
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ブロードバンド整備の取り組み（３）

• 背景
– 大分県竹田市久住町は、自然を活用した観光施設が多いが、各施設のまわりは、伝

送損失が大きい事と戸数が少ないため、ブロードバンドの環境がない。
– 地域の４つの中核施設は、ＩＴを活用した情報発信により観光の活性化をするためにIT

インフラ環境を独自で整備することとした。

• 概要
– ADSL系12Mタイプのインターネットサービスが久住町総合支所近辺まできているため、

そこを基点として、４施設を無線LANで中継してインターネットサービスを提供する。

• 事業主体
– 久住高原観光協会

• 事業費
– １７，０１０千円
– 大分県が合併による周辺地域の活性化を促進するための補助金である「平成１７年度

大分県合併地域活力創造特別対策事業」を活用した。（２／３補助。竹田市も一部補
助）

• 事業期間
– 調査開始：平成１７年５月 サービス開始：平成１８年３月

久住高原観光協会 高速無線LAN設備の整備
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ブロードバンド整備の取り組み（４）

• 伝達経路
– 久住総合支所⇒くじゅう花公園⇒久住高原コテージ⇒久住高原荘
– 久住総合支所⇒レゾネイトクラブくじゅう

• アンテナの種類(選択にあたり、将来の光サービスを考慮し、1回線10Mまで対応）

– 久住総合支所⇔くじゅう花公園
３箇所のためパラボラアンテナ。強風地域のためメッシュ型を採用。

– くじゅう花公園⇔久住高原コテージ
久住高原荘に伝送するため、パッチ型を採用。

– 久住高原コテージ⇔久住高原荘
送信側がパッチ型なので、パッチ型を採用。

– 久住総合支所⇔レゾネイトクラブくじゅう
1箇所のため八木アンテナを採用。

• 速度
– くじゅう花公園とレゾネイトクラブくじゅうは8～9M程度、久住高原コテージは6

～8M程度、久住高原荘は５Ｍ程度。

• 規格・プロトコル
– ARIB STD-T66，IEEE802.11b/g準拠

久住高原観光協会 高速無線LAN設備の整備
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ブロードバンド整備の取り組み（5）

ADSL イ ン タ ー
ネット

久住高原コテージ 久住高原荘

レゾネイトクラブ
くじゅう

久住総合支所

くじゅう花公園
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今後の課題（１）

ブ
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率

地
域
公
共

ネ
ッ
ト
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ク
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備
率

全体全体

２００６２００６ ２００７２００７ ２００８２００８ ２００９２００９ ２０１０２０１０

９４％（４，７３３万世帯）
８５％（４１万世帯）

８０％（４，０１５万世帯）
７２％（３５万世帯）

９８％程度
１００％

９０％

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

未
整
備
地
域

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

未
整
備
地
域

解消！

解消！

ゼロ
市町村

ゼロ
市町村

ゼロ地域
（世帯数）

ゼロ地域
（世帯数）

１００万

超高速
（内数）

超高速
（内数）

／1,843市町村

／48万世帯

注： 2006年において記載されている世帯カバー率、ゼロ市町村数、ゼロ地域世帯数の数値は、平成18年3月31日現在のもの。
2008年において記載されている世帯カバー率、ゼロ市町村数、ゼロ地域世帯数の数値は、いずれも現時点における目安であり目標ではない。

整備済
団体

整備済
団体

７２％
１００％

３０６万

４０

１

７万

／18市町

／5,000万世帯

８６％程度

※黒字は全国、赤字は大分県の数値

ＩＴ新改革戦略での目標達成に向けたロードマップ（案）
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今後の課題（２）
• 期待できること

– 市町村によるケーブルテレビの整備の推進

– 携帯電話の高速化。
（ブロードバンドインフラとしての活用）

– WiMAXの普及

• 期待できないこと

– 事業者による既存のブロードバンドサービスエリアの拡
大（ＦＴＴＨ、ＡＤＳＬ、ＦＷＡなど）

• 期待したいこと

– リーチＤＳＬの普及・高速化

– ＰＬＣの実用化

– 事業者への補助制度の拡大


